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災害の記憶を伝承

　雲仙・普賢岳噴火災害時、多数の死者・行方不明者
を出した大火砕流から丸 29 年となった６月３日、市
内各所で追悼行事などが行われ、犠牲となられた方々
のご冥福を祈りました。また、災害を知らない世代が
増えていく中、この災害の記憶を風化させることなく、
次世代に継承しようと、各学校で集会や講話などが行
われました。

いのりの日

雲仙普賢岳噴火災害犠牲者追悼之碑
（仁田団地第一公園）

平
ひ ら た

田 ミエコさん （６月３日生） 本
ほ ん だ

多 シゲノさん （６月３日生）

テレビ会議を使ったいのりの日講話
（第三中学校）

いのりの日集会（第三小学校） 消防団殉職者慰霊碑

北上木場研修所跡地 定　点
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皆
さ
ん
、
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元
島
原
市
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ふ
る
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の
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る
チ
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そ
し
て
広
く
全
国
の
人
へ

紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

区　分 氏　名 連絡先

身体障害者
相談員

肢　体
松本 和義 68-3095
林田 綾子 68-1663
塩川 富子 68-2034

視　覚 吉田 芳雄 090-6890-5757

知的障害者相談員
岩本 一美 62-6703
本田 和弘 090-3663-9332
高原 正 64-4357

　障害のある人や家族の人が日常生活で困ったときな
どに、市から委託を受けた相談員が電話等で相談に応
じます。
　相談員は、障害のある人やその保護者の人なので、
お気軽にご相談ください。

身体障害者・知的障害者相談員

▶問い合わせ先　福祉課（☎内線 274）

災害発生に備えて情報共有

　５月 26 日、防災関係機関など８機関から計
48 人が市内４カ所の防災対策現地視察を行いま
した。梅雨や台風などの災害時期を迎えるにあ
たり、危険個所を関係機関と一緒に確認し、共
通認識を図り、災害発生時の迅速な連携や対応
を図ることを目的としたものです。今回の視察
で市民の安全を守れるように、より一層の連携
強化を図ることができました。

防災対策現地視察

旧大野木場小学校山側

　土砂災害防止法に基づき、令和２年 6 月
5 日付で市内の 45 カ所に土砂災害警戒区
域などが指定され
ました。
　今後、市では説明
会を開催しますの
で、日程が決まり
次第お知らせしま
す。

土砂災害警戒区域等の指定

▶問い合わせ先　市民安全課（☎内線 274）

　「第 96 回全国市議
会 議 長 会 定 期 総 会」
で、馬渡光春議員が
正副議長として４年
以上の表彰を受賞さ
れ、６月 16 日に開催
された定例会本会議
の冒頭、議場で表彰
状の伝達が行なわれ
ました。 馬渡 光春 議員

全国市議会議長会表彰に輝く


